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大阪市 補聴器補助 

２０２５年度予算案に計上

全日本年金者組合中央本部に 

大阪市内支部 声を出し続け 

３月市議会 2／7開会・3／27閉会(最終本会議採決) 

対象：65歳以上 補助上限：25,000円 

２０２５年４月実施   収入制限：なし 
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 介護予防の「○すこやかに○かいご予防で○いい人生」の新規事業４億

9400万円のひとつで、介護予防をする人という条件付けですが一歩

前進です。何年も市・市議会へ要望・陳情をくり返した結果です。 

補聴器公費助成運動プロジェクトチーム発足 

高齢期の生活を支える補聴器の公的助成自治体が 380 を超え、いま大きな流れになってきています。昨年

の総選挙の結果、自公半数割れと政治情勢も大きく変わり、私たちの運動いかんによっては、切実な要求を実

現できる展望も大きく開かれています。こうした中で、補聴器助成運動を前進させ、国に補聴器補助制度や健

康保険適用を求めた取り組みの強化を図るため、中央本部にプロジェクトチームが２月に立ち上げられました。

大阪府本部から是枝副委員長(中央本部執行委員)、林執行委員が参画します。




